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Z 8513-1994 

判定平成 6.12.1

官報公示.平底 6.12.5

原案作成協力者.日本人間工学

部会:日本工業栂油開査会基本部会(部全長 栗田良春)

この規格についての意見又は質問は， 工嚢技衛院撮準部材料規格限 (081∞東京都千代田区霞が関 1 丁目

3-1) へ連絡してくだきい。

な払日本工窓焼格は . 工業繍構化法第 15 条の規定によって.少なくとも 5 年を経過する円までに日本工

の審践に付され，速やかに.確眠改正又は廃止されます.
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百本工業規格 JIS 

Z 8513-1994 人間工学一視覚表示装置を

用いるオフィス作業 (150 9241 -3 : 1992) 

一視覚表示装置の要求事項

Ergonomics-Office worlく with visual displav terminals (VDγ5) 

-Visual displav reQuﾎrements 

日本工業規格としてのまえがき

の規格は， 1992年第 1 販として された ISO 9241-3 [Ergonomic for 0茄ce work with 

visual di叩lay terminals (VDTs) -Part 3 : Visual display r叫UJremeポsJ を翻訳し，原

成した [3

なお， 明

るが，規定内容の…部

(点線)を捕してある

国際規格にはをい事壌である。

して変更した。

原田際規格の規定内容を

よって作

し 又辻原

O. 序文 才アイス作業システムにおける作業性 (performance) は，人々の快適性と時議L 塊党表示装置(以下，

VDすという。)の画面上の情報表示方法，亙ぴ非業場の祖環境によって影響される。

鑓々の非業者の要求の満足度は，アブワケーションに高く依存する。ここに競走する推奨事項及び要求事現は，

IS0 6385に規定する人間工学の原期に基づく。

1. 適用組聞 この親格は，単色及び多色のVDTの設計及ぴ評価のための麗質の要求事現について規定する。この要

求事項は，性能上の魂定として記述きれ，評価については試験方法及び適合を規定する。

この埠格で推奨する事壊は，欧字及びアラビア数字に基づいているが，特に断りがない限り， z葵牢:及び張名に

も適用できる。

参考 原 i芸際農務では，“欧字"を具体的に“ラテン文字，キ 1) ル文字及びギリシャ系のアルブアベッドヲと

している。

に影響を としては，輝度，明滅 (blinking) ，色などによるコーディング，

目は，この現格では扱わない。

この規~容は，オフィス作業吊の電子式ディスプレイの人間工学上の設計に議期する。 VDT を用いるオフィス

とは，データ入力，文番処理及び対話形問合せのような活動を含むが， CAD (ゴンピュ…タ t愛用設計)，プロセス詰IJ

御のような，他の特定のアブリケーション iこ対する まない。

そのようなアプリケーションについての推奨事項は，別組 る計画である。

2. 用語の定義 この規格で用いる会;な用語の定義は，次のとおりとする 0

2.1 観課角 (angle of view) 視線と表示溜との交点において，

2.2 アンチィヱイザアスフォント font)

せる技法を用いた文字記号。

と視線とのなす角。

文字の縁を泣らかに見
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2.3 文字問IÈé:撃 (between-character 斗川ing) 水準〈説書きでは垂直)に隣接した文字の間の最も

2.4. 行間距離 (bet問en-line spacing) 垂車(縦書きでは水平)に擁接した文字の間の最も近い部分の距離0

2.5 単語関距離 (between-word spacing) 韓接した単語の開の最も泣い部分の水平距離。

2.6 昭裁3 ーヂィング (hlink coding) 画像の時間的理度変化によって表示きれる

2.7 文学の商紫構成 (character format) 単独の文字を形成するのに用いられる?トワックスの讃及び縦の画素の

数。

2.3 文学高 (character

の上下のエッジ聞の距離。

参考 エッジの定義は， 6.6.1の鏑考10.移照。

アクセント符号がな

2.9 文字サイズの均一性 (character sﾌze uniformity) った金置に表示きれた特定の文字の大き

2.10 文学端 (character width) 大文字(いわゆる，セザブを

距離。

| 参考 セリブとは，剤えばHの縦の線の両端のように，

2.11 文字の横一難の比 width-to-height ratio) 文字曜の，

も幅の広い部分におけるエッジ嵩の水平

るひげ状の鋳号。

2.12 設計携距離

又は距離の範茜てやるって，

規格の要求事項に合致する距離。

2.13 ダイアクワテイカルマーク (diacritic)

distance) 製造業者又誌販売業者が指定した，

イズ，ラスタ変調度，充て

日と i選i蔀との関の距離，

ジッタ，ブリッカなど，この

又は文字の近くに付けて，こ と

ることを示す部分修正狩号。

参考例えば， çのdこ付けられるセディラ (cedilla) , ñのねに付けられるチルド (tilde) など (J15 X 0212 

2.14, 表示輝度 (di叩lay lurninance) 画面から発光及び反射きれる て，ネガティ では文字記号の

輝度に，ポジティブ表示では

2.15 充てん率(耐1 factor) 

るもの。

む利用できる全体の面襲のうち，光 ることカfていき

メ入

i 参考 ブラウン管〈以下， CRTとする。)に しない (5.7参黒人

2.16 表訴様性 (image polarity) 背景の明るきと

ティブ表示，明るい背景上の暗い画像の表示をポジティ

2.17 視認性(legihility) 文字又は記号の認識されやすさ

2.18 視線悦 of sight) 注調点と瞳孔の中心とを結ぶ議。

2.19 直隷性(linearity) 行又l土手11がまっすぐに，かつ連続に見えるようなラスタ

参考 J15 C 7102 (電子管用語)の中のたる形ひずみ及ぴ糸巻形ひずみは，

れた現象を指す。

明るさとの関話。暗い背景上の明るい

とする。

をネ

わな

2.20 謹度バランス(luminance balance) された画像の輝度の，その毘辺の輝度， る

}京稿，キーボードなどの輝度に対する

2.21 懇度コーヂィング(luminance coding) なわち，明言或によらない。) , 

によって表示きれる情報。

2.22 精度コントラス十(luminance contrast) 見やすきの大き , れ
ソ (LH ) と低輝度 (LL) との関係

て， るコントラスト変調度(Cm)，又はコントラスト比 (CR) のどちらかで表されるものO
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α二七
2.23 糊皮の均一性(luminance uniformity) 同ーの輝度であることを した表示画面上の部位の問の嬢震の様

2.24 車交性 (orthogonality) 行と弼とが互いに直角をなす幾何学的な配置の疫合い。

参考平行四辺形ひずみ及びJIS C 7102の申 ずみは， CRTの場合に ホ宇
佐

象現たれわな

2.25 画素 (pixel) ディスプレイのアドレ

とができるアドレス可能な最小要素。

2.26 ラスタ変鵠度 (raster 訟odulation)

での輝度の空間的変調葉。

2.27 有税性 (readability)

多色のディスプレイでは，すべての色を るこ

ての画j素が表示きれたときの，最大輝度 から

認識及び解釈のき きの程度。

2.2お ジッタ (spatial instability ; jitter) 顕議に意留しない空間的変動が知覚きれること 0

2.29 ストヨーク娼 (stroke width) 文字ストロークのこにツジからエッジまでの詫離。

トロークの最もタト糊のエッジからエッジまでの躍とする。

参考 ストロークとは，文字を構成する線をいう。

ストロークでは，

2.30 7 リッカ (temporal instability ;呈ick目) しな れること。

3. 指針とする原則 オフィス作業システムは， VDTを含む作業設構 (work 8tポion) ，環境，

らなる統合体で為る。 VDTの特性は，個々

組織上の

ではなく，作業シ

スチムの鵠の要素と関連付け

多くの場合に，

えなければならない。

を最適化することが， を損なうように相互ι作用 う。 f予言えば， CRTディ

スプレイでは，文字の明るきと鮮鋭度との聞にトレードオブがある。トレードオフは，バランスよく設定するのがよ

し '0

参考 トレードオブとは，競合する要盟の間の折合いを取り，最適解を求めることをいう。

長い作業システムは，個人の要望に合致すること

計とするか，又は適当な調節機能を備えること

ましい。特定の状況のもとでは，このことは，

きる。

オブイスか業環境における視作業の効率及び'法適性を考えると，

い。この規格の推突事項は，このことを考躍したものである。

認知可能な下賎 るほうがよ

4. 性能上の要求事項 } 

とを規定すること

目的は， VDTが見やすく，

る{適合性については7.，

りやすし快適に使えるようにする

ついては2.参謀)。

と

5. 設告上の要求事端及び推奨事項

5.1 設計携距離 オフィス作業では， mm 以上で、なければ会らない。ただし，ある雄のア

プリケーション{関えば，タッチスクリーンのゾブトキーラベ/りにおいては，最小の設計視距離'f ， 3紛 mmまで

減少し ない。

ラメータは， ISO 9241-5の主題である。しかし，作業設舗の設計は，ディスプレイが設計視距離

内で使用できるようにするのがよい。文脹を知るために多量の読歌うが必要な作業では，

視角にして20-22'になるような詫離でデ、イスブ。レイがイ憂えるよう

関1に，手引として， 2.0-5.0 mmの文字高iこ対する，文学高と視距離との関係

びアラビア数

するのがよい。
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参考視距離の要求事項(及びこの規格のf患の要求事項) U , ラビア数字に について

も，欧字及びアラ を基に している。

関 1 設計視霊童離と文字書との聞の関部
え
J

文
.-'--, 

ナ子

高 4

300 400 500 600 700 800 900 1 000 1 100 

規距離 (mm)

5.2 視線角 議議角が水平隷と水平線か との聞にある状態で，見なければならない範聞が見えるよう

スプレイの桂童決めができな汚ればならない(悶2参熊)。こ る。

留2 視線角

5.3 観視角

も見やすいこと

スプレイは， どこで撰定しでも，

ましい。そうでない場合に

スプレイの麗に対する法隷から 400以下の観視角で

観提角の制限値を在械に明記し，か
つ，テ、イスプレイは， い向きに配置し寵すことができなければならない(図3参照)。



図3 観視角
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や

5.4 文字高 ほとんどの作業では， 20~22'の視角に対応する欧字及びアラビア数字の文字高が望ましい。最小の文

字高は，欧字及びアラビア数字では 16'，漢字では25'なければならない。

作業上，可読性があまり重要で、ないアプリケーション(例えば，脚注，上付き文字，下付き文字)には，より小さ

い文字を使ってもよい。

5.5 ストローク幅 欧字及びアラビア数字のストローク幅は，文字高のすから古の範囲内でなければならない。

備考 一般に，ポジティブ表示には広めのストロークが好まれ，ネ方、ティブ表示には狭めのストロークが好ま

れる。

5.6 文字の横一縦の比 欧字及びアラビア数字には，最適の視認性及ぴ可読性のためには， 0.7:1~0.9:1の聞

の横 縦の比を推奨する。しかし，他の事項(行の長さ，欧文ピッチ処理，漢字との並びなど)を考慮しても，この

比は0.5 : 1 と 1 : 1 との聞でなければならない。

漢字及び仮名の横一縦の比は， 0.8: 1 ~ 1.2 : 1の間でなければならない。

5.7 ラスタ変調度及び充てん率

5.7.1 ラスタ変調度 r当たり 30画素未満の画素密度(ラスタに垂直方向，設計視距離で)をもっGRTディスプレイ

では，すべての画素が表示状態(“on"state) にあるときに，ラスタ線に垂直な方向のコントラスト変調度は，単色の

テゃイスプレイでは cm ニ 0.4・を， また多色のディスプレイでは cm二 0.7 を超えではならない。

備考 視認性の点から，ディスプレイが単色でも多色でも，Cmが0.2を超えないことが望ましい。

5.7.2 充てん率 設計視距離で r当たり 30画素未満の画素密度をもっCRT以外のマトリックスディスプレイでは，

充てん率は，少なくとも 0.3はなければならない。

5.8 文字の画素構成 数字及び大文字だけの表示に使用する文字マトリックスは，少なくとも 5画素 x7画素(幅×

高さ)でなければならない。 漢字表示に使用する文字マトリックスは，少なくとも 15画素 x 16画素 (1llffi X 高き)でな

ければならない。複雑な字画の再現性は，更に多い画素構成が望ましい。

文脈を知るために連続的な読み取りが必要な作業，又は校正のように個々の欧字及びアラビア数字の可読性が重要

な作業には，文字マトリックスが，少なくとも 7画素 x9画素でなければならない。

ダイアクリテイカルマークを用いる場合には，文字マトリックスは，上方に少なくとも 2画素増やさなければなら

ない。小文字を用いる場合には，文字マトリックスは，小文字のディセンダのために，下方に少なくとも 2画素増や

さなければならない(図4参照)。

| 参考 “g" のように，欧字の小文字でベースラインから下方に突き出した部分を，デイセンダと~乎ぶ。
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田急行間距離

デイセン夕、もの一停iJ

ダイアクリテイカルマ クの {列

(acute) 

より肉情皮の文字マトリックス iこ対して，ダイアクリテイカル?ークに用いる掴素の数は，印尉用の通営のデザ、イ

ンに従うとよい。

ド付機き

リックスは，

また，こ

ない。

き 並びに一つの文字のイ立霊;こ

x5闘素でなければならない。

トリックスは，作業者の業務に関係しない英数字の情報

ドットマトワックス以外の技法では， きれればよい。

いる場合には，文字マト

にも し し支え

5.9 文字サイズの均一性 特定の文字フォント

きれるかにかかわらず，その文字高 (6.6.1参照)の

5.10 文学問距離 セリブ (2.10の参考参照。)がな

き及び幅は，それがディスプレイ制面上のどこに

%を越えて変動してはならない。

文学関距離は，少なくとも 1ストローク幅

又は

くとも

なければならない(図5参照〉。セリフがある文字では，

けなければならない。

図5 文字間距離

物のの

5.11 単語題距離 は，少なくとも 1文字幅(欧文ピツ

らない0

5.12 行間~e離文書の行間距離は，少なくとも 1語素なければならない。この領域tt ，

テイカルマークを含まないほうがよいが，下纏は含んでもよい(図4参照)。

る文字のセリフの聞に少な

“N") あけなければな

ダイアクリ
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5.13 直線性 次のごつの条件を満たき会汁紅ばならない。

( a) 異なった行又は列に対しては，長さの差~i，その行又は列の長きの2%を組えてはならない。

(b) 当面の記号の位援の，すぐ土又は下の記号の位置に対ーする水平方向の変位は，文字幅の5%を超えてはならな

い。 1舗の記号の位蓋の，すぐ右又は左の記号の位置に持する嘩在方向の変位U:，文字高の5%を超えてはな

らない(臨6参照)。

図6 臨線量

寸ト

:ヰ

5.14 直交性 ディスプレイの有結語言語(addressable 訂ea) は，長方形でなけ札ばならず，かつ，次の条件を満たさ

なければならない{留7参照)。

( a ) 水平方向のエッジの需の哉さ

えてはならない。

IHl 一見!の，それらの平均の長さ 0.5 (H1 十品)に対する 0.02 を超

、
、t
i
f

弘
H
M

r
'
s
t
、
、

ッジの関の長き

えて誌ならない。

i 只一九 i の，それらの平均の長さ 0.5 (V1 十日)ι対する比が， 0.02 を超

( c ) 対角綜の関の長さ IDl !の，それらの平均の長き 0.5 (D1 十 Dz) に対する比が， エッジ(例え

ば， I毎きによって垂直又は水平)の平均の長さの，長逗のエッジ{前えば，

する比の0.04倍を超えてはならない。

の平均の長さに対
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ゴ

車交性

H1 

図7

与ι

H2 

IHl … H2 1 水平方向・一一~~ よ 三五 0 ， 02
・ 0.5 (品十品〉

i…九 i 豆 0.02
. 0 , 5 (~十九)

0.5 (V1 十九)o 04x 
0.5 (民十 H2)

対角

又誌参考1.1の条件テ、、イスブ。レイは， 35 を確保するために，捜示鵠度弘15

ければならない。 5.7.2

ングを行うコさなければならない。ピ与一されるディスプレイでは"

は，

(苦IJ えば， 100 cd/m2 ) を好な傾向があり，特に周囲め照度が高い場合

をもっスプレイとは，設計規距離で1
0

当たり 30菌素米満の

スプレイをいう。

その韻|向が著しい。

5.7.2の規定が適用きれる

もっと高い情考

参場

CRT以外の?トリックス

の輝度コントラストは，次の{車以関部が深川輝度コントラスト5.16 

上でなければならない。

コントラスト土七と'R=3 : 1 

自する作業領域の間の広域雨模平均態度(参

なわコントラスト変調変Cm=O 事 S

を向けて問問輔慶バランス5.17 

目し考2.0を参強)の比率は， 10: 1 よりも小ざい方がよい。

の広域面

そのi七Z事が 100 : 1にもな

ディスプレイのきょう(箆)体，その思辺(伊iえ 'f，と，ている

しかし，及ぼさないでみろう。

じると思われる。

と大きくても

きっし

も

わずかでは為るが，は

との比率は，

ると，
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主18 デレア グレアは避けた方がよい。グレアを減らす，又はコントラストを高める，何らかの付加

じられたとしても， 5.15及び5.16の要求事項に漣設する結果を引き起こしてはならないo ISO 9241 

を詳細に藻定することになっている。

5.19 表示謹強

れる

牲につい 干

、ー・・

している限り，

はラ人それぞれである。表示極性が，切り

していなけれ江ならない。

それぞれの表示極性には，次に剖示するような制点がある。

とネ方、ティブ表示とのどちらも

らtLるディスフ。レイでは，そ

は) ポジティブ表示で;丸鏡面皮去すが目ざわりになりじくしエッジがくっきり見え，良好な輝疫バランス

し、。

(h) ネガティブ表示では，フリッカが日立ちにくく，一部の抵視力者にとっては視皆i主が俊民文字の大きさ

際よりも大きく見えることがある。

き

5.20 輝度の均…性 輝度の均一性を確探するために，画自のどの部分でも広域面積平均輝度の変動は，掛詞の中

とよじべ， 1.7: 1 を組えてはならない。

{ドット又はストローグ)のピーク I舗の文字の中で1. 5 : 1 を紹えてはならない。

鵠考 アンチエイリアスブオント又は多色ディスプレイには適用しない。

5.21 輝度コーディング でコーデイングする場合の各階調 l丸互いに 1 ， 5: 1以上の輝度の比率でなけれ

らない0

5.22 明滅コーデインダ 、誌蔚;を喚起するだけのために明滅コーテ、、イングを用いる

50 %で 1-5 Hzの単一明訴え崩波数を推英する。明滅している関も

は，テ〉ーティサイクル

は，テ、、ニティサイ

クル70 %で， t~1E12の単一明滅期波数を誰奨する O カ…ソルは，明滅しないようにも ましい。

5.23 フザッカ ヂィスプレイの面器は，利用者全体の90 %以上の人たちにはフリッヌフが知覚きれないようでなけ

らない。

備考 フリッカを予測及び測定する方法は，現在まだ竣討中である。附属欝A及び:'Btこ，それらの試案

最静的な方法が開発きれたらラこの規格の追補として規定されることになろう。

5.24 ジッタ 安定して見えなければならない。これは， 0.5-30 H忽の周 てや'

設計視Ng離の 1 mm当たり 0 ， 0002 mmを結えないようにすることで達成さ乱る。

5.25 表示色 多色ヂィスプレイの画畿は，この規格の該当する要求事項に従わなければならない。しかし，表示

色の取扱いは非常に護雑なので， ISO 9241-8で表示色について取り扱う。

6. 期定の条件及び方法

6.1 ~IO定条件

6.1.1 供試義謹 試験するディスプレ千装置には，実物を用意しなければならない。ディスプレイ装謹は，定めら

向に向けなければならない。試験に先立ち，少なくともお分間は余熱しなければならない。入力電庄，電

流などは定務条件でなければならない。電源投入議，組み込まれた手動の詩磁装読は，すべて線勤しなければならな

し'1 0
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6.1.2 照明条件

条件で制定し

ディスプレイが，この規轄の要求事項に合致していることを決定するために比

計算で求めた反射難慶を算範的に加算しなければならない。

発充形ディスブレイでは，光学的測定は，

ならない。

明室で測定し は，

もし，輝度測定に IJ音室条件が得られないときには，次に訴す予)1慌てコ明室条件の等髄i暫定で代替する。

( a ) ディスプレイ画面の拡散反射率乞拡散光(鏡面反射は除く J 又は45
0の入射光を用いて測定する。

(b) 想定した周囲照明下でのディスプレイ樹面の反射輝度を計算する

( c ) 明窓条件でディスプレイ甑葡の実際の反射輝度を測定する。

(d) 以降のすべての潟定について，測定した反射輝度乞計算で求めた反射輝度に修正する。

この規格が要求するその怖の測定は，最初の測定(明室条件)で用いたj照庶で行われなければならない。

しなければ

溺定に必要な光は，試験設備で与えるか，又iま多霊長射面をもっ厚い半透明の材料{ディスプレイの表京国)に対

して使うことに躍した棟格段射率調IJ定装霊から与えなければならない。

入射光は，拡散光又は450入射光を用いなければならない。反射輝度レベノレLt，ディスプレイの中心での測定穂が，

(250十 250cosA) lxて:、あるとした盟問先における値に，換算しなければならない。ここに ， Aは，ディスプレイ頭部

の中心の接平面と，水平語とめをす角度である。

スプレイでは，居間照明は，拡散光(推奨)又は450入射光でなければならない。反射輝度35 cd/m2が得

られる照度を算出し，適合証明書に記載しなければならない。

6.2 艶光に興する要求事項(参考参照) 輝度計(又は同等の測定器)とは，限定された樹定視野，及び限定された

時間にわたって，擁護を積分するものである。輝度計は，その測定がほとんどのナイスプレイが発生しているパルス

的な発充に影響きれないように，十分長い積分特定数をもつものでなければならない。饗震計の測定視野は，その誤IJ

適したものでなければならない。輝度計は，正織に配置しなければならない。

の法線に光軸合わせした蝿震計で謝定しなければならない。

照度計及び輝度計の，性能及び特牲については， CIE Publicaまion 69 を参照、0

6.2.] 顕微調先鰐な謹護濁定

ディスプレイ画部中心で

6.2.1.1 輝震計についての要求事現 糊度計の測定視野の脊効幅連続又は不連続の輝度分布をもっ，いずれの

画素についても，画素幅のす以下であることが望ましい。

トアノ~-チャ

ては，スリットアパーチャ又はスポットアパーチャの制定視野を梗用してよい。スポッ

ti，誤11先;光蕗は，測定画素-又は画素晴群の中心を通らなければならない。

5.7.2の規定を適用できるディスプレイについては，スポットアパーチャを用いなければならない。

不連続な輝度分布(特に多色のシャドウマスクCRT) の画意について 'i，スワットアパーチャのある難度計か，又

は同等の測定器を用いなければならない。スリットの長さは，単一酉棄のす法の4倍以上でなければならない。ス

リットは，測定する特定パターンの長軸に平行で、なければならない。

特別なナイスプレイ制定器を用いてもよい。それらの装置を用いた測定は，輝度計に対し

行わなければならない。

した樹定と同等に

6.2.1.2 競捜プロファイ Jレ規定さ

霊と耀度との関係)を得るためには，

い(冨8~10及び関 l2 16参照)。

る

ン，文字，

fターンの長軸に

同等の試験対象の樺度プ口ブァイ/レ(位

説定説野を走査しなければならな



輝
度

思8 輝度プロファイルの測定及び湾機農

多能シャドウマスク CRT
A 

j畏合邑
{自で表示)

輝度計)~IJ^定線路仁沿った距離
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ミミ 9
0 
0 
0 
0 
0 

再構成した輝痘
プ己ファイ jレ

輝度ブ口ファイノレは，連続でなければならない。不連経難車分者の調素については，次のいずれかによって，

しなければならない。

( a ) 輝度プロファイルを諾き， ドットのピーク嫌度を宣隷で、結ぶ(冨8参照)。

(b) 輝度ブ口ファイノレのピークに対して数学的にローパス(スムージング)アルブリズムを適用する。

積考 ~Pll定ピークに，カやウス分痛を当てはめる数学的手}II員は，十分住意して捜うことが望ましい。この規格で

る制定のほとんどは 1画素幅以上のパタ…ンの溺定を高、要としている。そのようなパターンは，

スプレイ装殻上で適切に分解きれていれば，輝捜フ。ロファイノレは，ガウス分布iこをらない。

認定した輝度ブ口ブァイルに，次の鯵正{シャドウ?スクと輝度計とのアパーチャ効果に対して)を加える。

きらに，反射輝度を加える。

LcOR=L'-M 

LroT= LcoR 十

ここに， LI-p : 測定に用いる

ピーク

を“on" 状態にしたときの，経震フ。ロブァイ/レ

プロファイノレは ， LI一級と i司ヒ方 i台11ニ miJ定する。

L1 -M : 測定された輝度ブ。口ブァイル{謝定iこ用い

LWA • 自色での語積平均輝度，又iま

での面積平均輝度

LREF : 反射輝度 (6.1参照)

グ〕

LTOT: おける穆正輝度と反射難度との和〉

使用した
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図9 多色シャドウマスクCRTの輝度倍

“自 " Ll “線"

.&0 ・ .~O 

犠考1. 量産ピーク輝度と水平 しくをい。

2. るのに使用する。

それぞれの測定位誼における るために，次の予)1襲を患いて暗室で行うのがよい。

( c ) を， を測定するの仁用いる論現状態にセットする (6.3参照L

( d ) 面積平均糠捜ムドAを測定する。

( e ) 単色(脅1] え 用いるときには， をその色じ る。スリットアノマーチャて三 必要な

ファイルを制定する。ブo ブァイルから， ピーク輝度ムザ る。

( f) 

( g) 

不連続糊j安う子高

(例え L:( 多色

シャドウマスク
む尺T)

6.2.1.:~ 統計約解析

ピームの位

重i素ノ fターンに変える。 ファイ/レよい然を

を計算する。

盟10 測定端康，修正輝度及び合計簿農の窺度プ口ファイル

1.測定輝度(暗設会長件)

Ll… 2.修正輝j吏{測定
れた面積平均輝度と

平均ピーク輝度とを
舟いて計算する)

2.織さ芝プロファイ jレ
(問題照唱による長射繍J玄を含む)
+L fI主F二 Lnn

fーへ\/\

3.翠度プ臼ファイ jレ

(J寄罷照明による5.射輝震を合む)
+ Lfl F. F口よTOT

j l_}');ム三H~

る。

シャドウ? ク CRTにおいて，測定輝度プロブァイんは，マスクピッチに対する

iこ抜存する。各制定結果の聞には無視できない変動があると考えられる。
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それ窃え，…自の提IJ定結果は確率論的であるので，解釈には統計的解析が必要である。報告憧は，想定された

くの，異なるイ立置での4.回J;j上の議IJ定の平均価でなければならない。多色シャドウマスク CRTについてt:t ，

要求{誌の士 10%以内の報告佳は，合格としなければならない。

6.2. 1.4 試験対象灘定は，特別の試験対象，文字又は ら才Lた他のパターンを用いてよい(図 l2 ，

次の特性をもたなければならない。図13及び国15 を 17ij とし

(引 試験対象は，平行な，重重画素線又は水平岡葉線からなること。

{む) 各画素線は，輝変討のスリットアパーチャより 10 %以上長いこと。

( c ) 線の各画素Lt，同ーの論理状態にあること。

(d) 試験対象の醐素線の配列 U:，測定文字 (M ， H, e, m) などの，測定する部分のL樹素の配列と，

態でなければならない。

側 試験対象は，輝度コントラストの 用いてもよい。一つの測定を小文字の "e" 関 16参照)で競走す

る。垂直の測定経路が舟部/レーフ。を通過していくと画素が“of，次の謡棄が“o{f'，そして，その次の

ることが分かる。したがって，同等の試験対象は， 3:本の水平線て "on-off-on刊パター

ンからなる。パタ…ンは，制定するのに便利なように繰り返してもよい(“on-off-oo-oι。什…一L

繍考 文字サイズ及び文字謂距離の決定のための試験対象は，画素のブ口ックでよく，

にあってもよい。

，ポジディ

ポジチィブ表示では“暗"となる

“明"となる表訴状慈をいう。

., 十
A
F
i
 

br} 

p
l
 

r
や
実。。

、

n
j

、
.

‘
uv 参考 “00" とは，ネカ、、ティ

ネガティ

月下ト

6.2ぷ 表示耀護競走(面積平均輝度の~ilJ 定〉 題度計又は特別なディスプレイ測定器の存効な挺定観野怪は，

ることが望ましいの

6.2.3 J:t.峨面積平均難度の瀦定 輝度計の有効な制定挽野は， %以上を きることが

まししL

6.3 表示難度の設定 る の制定，試験友 は，

いなけれ

しなければなら

を思いなげれiまならない。システムが輝度を選択するディスプレ千装置では，

ばならない。オペレータが選択できる スブレ千装蓋では， 35 cd/m2以上に

ない。譲IJ定については， 6.2.2及び'6.6.8 を脊照せよ。

備考最小の試験輝度詰35 cd/m2て、、あるが，最大舗は規定していない。

いることかf望ましい。

設定を用

参考 JJIj途定める とは，シャドウマスク CRTにおいて，白色及び他の単色での測定 うこと る

と (6.2. 1.2)

6.4 測定位置

( a ) 中心

(b) 

し、 70

メシ
、-

る(関 11参照)。その位置は，次のとおりとする。

(addreきsable area) の2本の対角線の交点]

ら対角線長の10%の位置

備考画面上のすべて

し

弘3 菌菌上の距離

されるこの規格の要求事項，及び、5か所の標準設置のうち

て 'í，スクリ

距離は，すべて

ンの中心及び、最悪箇所の数値を報告する必要がある。

おいて，画面中 JL'の接平面に平行に判定しなければならな

し、。
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間11 標準測定位謹

6.6 特定理自の測定

6.6.1 文字サイズある フォント アクセント杓t号がイすいていない大文字の対!志

"M持をf吏用する ッジ間の距離である{間12参照)。この規格では，文字高泉ぴ文字闘を蔑定するのに，

することを誰奨する。しかし，大文字“M" は，文学高のiM定に不適切なことがある。したがって，それぞれの

方向で大文字“M刊と同ーの揮i素数となる試験対象 (6.2. 1.4参照)をヲ文学高友び文学憾の挺定に使用してもよい。

6.4で規定する 5か所の測定桂置に表示された“混同という

試験対象の平均寸法とする。

では，“森"を文字サイズ建定文1:予とし，その構成画素すべてが "on" の状態の試験対象で測定す

るのがよい。

備考文字のエッジa，文字と

。ぷiに従ゥて耕定し

との輝度差の50 %点までの広がりとし

ファイノレか る。

国 12 文学識J.lび文学幅
文字サイズは大文字問" 文学サイズは，問じ表示極'1全の
で定める。 開等の試輪対象で鵜恕しでもよい。

r
墨
縄e
'
B
i
-
-
?
9
4
z

曹
t

ω
(
u
T
e
 

*) 誤った測定例

又はそれと

る。この50 %点は，

~判"、老 文
字
高
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アクした文字{欧字でiま，ある特定の文字ブオントの横一縦の比は， 6.6.1 に従って文字の横…縦の詑6.6.2 

対する比である。の文字幅の，セント符号の付いていない大文字 "M"

とのクと，るために用いるストロク帽は，文字をストロ文学のストローク橘6.6.3 

した輝震ブロファイんによっこの50 %調度差等高線は， 6.2.1tニ従って50 %練度差等高禄の聞の距離である。

るように制掴素群の中心ををト口一ク加の距離iま，て決定する。

るように判定しなければならなを決定するときには，クし， 71<.平スト口

6.4に規定するク中高は，ストロてはならない。これらの測定にはセリブは，し、。

るのに使用し会ければならなをスト口一クしたストローク幅の平均植である。大文字“M門

“H悼を，水平のストローク揺を定めるのに使用しなければ会らない(岡13参照)し

ストローク幡

ストローク幅は，同じ表示櫨性の
向等の試験対象で測定してもよい。

図 13

水平のスト口一ク鳴
は大文字“H"でめる。
(ネガティプ表示)

水
平
ス
ト
口

!
?
?
iク
錨

惚協窃貌鶴揚

f4e''E'B9ss

,‘
1 

-

(

M

T

m

 

量産スト己ーク犠

た測定例*) 

に通過する様に沿をせた状態で，隣接するラスタ変調変は，全国策ラスタ変鵠度6.6.4 

ブ。このうスタとで測定しなければならない{罰14参照)。ブァイノレを得る6.2.1 に従って，し為，

ブ。口ブァイノレに以は，スブレイロファイルの:最大鑑の平均と最小値の平均との関の変調度で治る。

ましい。〕とを

それをその画素に割り当てさにそのi棋を掛けてから，充てん率は，充てん事及びピーク表示輝度6.6.5 

ファイんを基にして6.2.1tこ従っイズは，て算出しなければならない。られた面積で割

光てん率を決めるのに力
ノ

ピて決定しなければならない。とによとグ)50とそ

測定しなければならない。護用したプロファイんのピーク

ラスタ変調(均一ラスタ)菌14
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6.6.6 文学サイズの均一桂文字サイ

ざ及び輯を測定しなければならない。

少なくとも 6.4に規定する おいて， 6.6.1 て高

6.6.7 文字鶴瓶離文字問距離は，

字問距離は，水平

6.6.8 喪示鵡度

損分輝度として，制定しなければならない。

参考 文字位置のすべての重言葉とは，画面に

し の，裁も近い部介の距離である。文

ら決定しなければならない。

6.3で規定する状態にあるときに，その文字位霊の

6.21えび、6.2.2の要求事項に合致しなければならない。

を表示した場合に，その文字を講成する器素マトリック

スが占有する面面上の領域の闘素の全体をいう。例えば，文字の画素構成が 7x9のマトリックスの

'i , 7x9のマトサックスの副業のすべて (63画素)をいう。

6.6.9 輝度の均一性

().6.9.1 広域面積平均輝度 広域間積平均輝度の均一性測定に辻，表示スクリ…ン全体を， 6.3で規定する状態に設

した んしなければならない。 6.2及 tF6.2.3の要求事現に合致する輝度討を使って

しなければならない。

6.6.9.2 文字エレメントの均一性 文字エレメントの均一性比大文字 "H" 又はそれと同等の試験対象の水平スト

口一ク及び垂漉ストロークの坤度均一性として測定しなければならない。輝変均一性は，ストロークの輝度ブ。ロファ

イ)~~こよって決定しなければならない(国日参照)。

6.6.9.3 輝境バランス

」とが望ましい。

6.6.10 単語間距離

ランス測定では，

した

る単7iztの関の踊素の数から決定きれなければならない。

を 討M" と (space) "とを 繰り返して埋める

も近い部分の水平距離である。単語開張離は，

セリフが使われていても， るのいセワブを含めてはならない。

図15 文学内の輝度均…性

大文字“什"で規定 ぞれと同等の試験対象

αxx:rr.xnコ

L行

ふヨー ィ
6.6.1.1 持時距離行間距離は，

に隣接する

6.6.12 続線性 重様性は，遊動顕微鏡又はそれと

に隣被し

勲章lJは，溺定する行又は列の軸にはほ平宥としなければならない。

することによって決定しなければならない。

も近い部分の睦離であるの

しなけれiまならない。

しなければならない。顕徴鏡の移

は，隣接する同…文字の同じ部分を比較

6.6.13 輝度コントラスト 灘度コントラストの語IJ定に 'i，分離して見える図像細部のコントラストを俊用しなけ

ればならない。 2個の文字(又はそれと同等の試験対ー象)を使思し，その各々を 6.4で規定する 5か所の測定位置で掛

定しな汁ればならない(国 16参照)。この2備の文字とは，や文字の Yヲ(垂車方向の輝度コントラスト測定用〉及び
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um"(水平方向の輝度コントラスト測定用)である。文字(又は同じ画素パターンを もっ試験対象)の細部のコントラ

ストを測定するときの，輝度計の移動経路を図16に示す。コントラスト変調度は， 6.2.1 に従い， 指定きれた経路に

沿って輝度プロファイルを得ることによって測定しなければならない。 コントラスト 変調度は，このプロファイルの

最大値及び最小値から求める 0

6.6.14 ジッタ 耐素が連続輝度分布だけのディスプレイについては，ジッタの測定には， 低水20倍以上の測定用

、頓微鏡を使ってもよい。その別j きは，観察時間中，顕微鏡カーソル又はコンパレータ焦点板弘文字又は試験対象の

寸心又はエッジの振れの両端方向に合わせて測定する。

どの形式のディスプレイにも，特別l なディスプレイ測定器を使用してよい。 この測定器は，走査ごとに，文字又は

試験対象の相対位置を測定できなければならない。動きを水平車lh及び垂直軸に沿ってだけ測定する装置を使用する場

合には，ジッタの大ききは，最大水平差及び、fti大垂直差の二乗和の平方根としなければならない。

観桜j時間は，少なくとも4秒間としなければならない。走査をサンプリングする測定装置は，少なくとも 4・秒間の連

続観桜に等しい走査回数を積算するものでなければならない。

図16 文字内及び文字聞の輝度コントラスト

文字内 文字問

6.6.15 フリッカ フリッカを予測及び測定する方法は，現在まだ検Jす中である 。 附属書A及び附・属0Bに，それら

の試案を示す。 最終的な万訟が開発されたら，この規格の追補として規定されることになろう。

7. 適合

(a) 5.の必す(須)要求:~項のすべてを満たす。

(b) この規格の追補 (addendum) に規定された試験方法及び関係する必す要求4項を用いで宵定的な結果を得る。

備考1. 試験方法の案文を附属書仁に示す。この方法は，現在来実証の段階であり ， 尖;正後追補(規定)とし

て発行する 。 それまでは， (a) による適合だけが有効である。

2. 試験方法は， CRT以外のVDrのように 5.を完全には適用できないVDTの評価のためのものである。

必す(須)要求Jl~項は， 5.において文章の末J6が桁示又は要求を表す語句(例えば，“しなければならないヘ“なけれ

ばならない")で表現きれている。

適合は，例えば，使用する文字集合，表示色，装置構成，システムオプション，操作者の設定などについては規定

値を用いて判定しなければならない。

この規格への迎合は ハードウェア，ソフトウ ェ ア及び作業ぷ備それぞ~tlの構成要・素に依存し，これらの要誌の

個々の適合は製造業者又は販売業者が示きなければならない。

また，組み合わせて使用する場合の適合については，組み合わせて使用する側が貰任をもたなければならない。
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γぷ 適合証明:欝に t::t，少なくとも次の情報を含まなけれ誌ならない。

(叫 製造業者又品目長売業者の詳細(名君、及び所在地，型式接号など)

(h) 検査に関連する機器の全詳締{設童，設定及び構成状況，機器の特性，

( e ) 使用条件

(d) 

( e ) 7.1 (お)の適合方法を採用する場合に，::t，被験者の選定に用いた判定基準及びそれら

参考 7.2 (b) の一つめ具露関を次に訴す。

( 1) t~1J定機器の名称，型式番号及び校正日

( 2 ) 測定機器のmlJ定条件

( 3 ) 試験対象機器の名称，

( 4) 復活したゾブトウェア及

( 5 ) 準拠する項日及び試験結果

どの試陸条件
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附属書A (参考) スクリーンフリッカ予溺のための解析手法

この町議蓄は，あるVDTに対して一定の割合の利用者がフリッカを棒、じるか否かを

す。将来，この規格の改正*の際に，この際調書を一つの方法にまとめる予定で為る。

ﾁ.l スクリーンフリッカ予濃のための解析方法

る を示

A.1.1 一般 この方法ti ， 設計中にディスプレイを評価する上でも，また，ディスプレイに 7 リッカを生じさせな

い激光体及び表示思波数を選択する手段としても有誌である。アリッヌ?を生じきせないディスプレイの適合試験方法

については，次のことを念頭に入れておかなければならない。

よって， jうる蛍光体の残光特性，表示問波数友ぴ最大表本欄度に対して， 90 %の利用者が7 1) ッ

カを感じるか苔かを予測することができる。

( b) この予期は，種々の表ポサイズのポジティブ表示に存効である(表A.I参照)。この予測は，すべて

走査識が充っている“最聴の場合"の表示構成仁譲沼する。したがって，この方法は，最も援し

したフザッカの試験である。すべての嗣紫又は走査隷が光っているときにフリッカを生となければ，

郎元の文字表示でもブリッカは生じないで為ろう。しかし，全両紫表示でフ 1) ッカを生じたとしても，

しもフリッカを生じるとは限らない。

以上の点から，ディスプレイがこのÁ.I となった は，附属書Bに示すフリッカ

として用いるのがよい。

な詩F

この前嬬帯に示す方法のいずれかによってフリッカが起きないことが判明した場合には，実験的フリッカ評価を行

つめ紫はなし」しかしこのいずれかの方法でフリッカが起きそうなことが予測さ紅る場合には，フリッカの適合試

験方法として，附胤瞥Bに訴す実験的をスクリーンフリッカ評価方法を穫期することが望ましい。換言すれば，この

前属書の方法でブリッカが却さないと決定されれば，フリッカは起きないとみなきれる。この附属替の方法でワリッ

きを生じると判定されても，実験的方法(附属番目)でブリッカを生じないと判定きれれば，ブリッカを生じないと

みなされる。

表Á.J 表示サイズ別のフリッカパラメータ

表示サイズ、 CFF=m 十 n ln aebf 

n m 金2 a b 

10 14.6 6.999 0.1276 0.1424 

30 13.8376 8.31 O. 191 9 0.1201 

50 8 31 9 ‘ 73 0.5076 o 1004 

70 6.783 10.034 0.53 00992 

嶺考1. 視角の度 (0) した イズは，次の式から計算する。

ここに ， D m訟で表したディスプレイ

γmmで表した

平均的なCRTディスプレイの表示径は250-375 て恭ある。 した

がって，平均的なCRTディスプレイの表示サイズは視角28-410である。

2. 惑を中のm及び、nのパラメータ備は ， CFFの ln (ι叫に対する隷Jf~回帰から
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き出し， α及 (fbのパラメータ値は， ]n 

き出した。理論的には，線形回帰式

のCFFに対する諒形回埠から

100 %が説明できれば， α及

びおま，それぞれα =e- m/ n ， b となるの実際には，分散の山-99 %は隷
?ま

回帰で説明がついた。したがって，実験値α とれ/月との間，及びbと士との
問には，それぞれわずかな差が生じている。

A.1.2 スクリーンフリッカ予灘のための解析方法

A.1.2.1 器本原理 この方法誌，ディスプレイの態度の時間変化に関する エネルギー強度から，

に克っているディスプレイでブリッカが検知されるか否かを予測することが可能で、みる， という伝説に立脚している

17, 9, 10, 13-15, 171 したがって，この方ーまの第一段賠は，網膜照度の基本正弦技試分の強度EObS を計葬すること

る。次に，この数字とフ 1) ッカが検知される同様の強度，すなわち，予測フリッカしきい値&耐とを比較する。

払bS<ιredてあ フワッカ

ブリッカ

ないと予測する。

ると予測する。

A.1.え2 平均成分 VDTの基本正弦波のエネルギー強肢は，次のようにして計算できる。

( a ) スグリーン輝度を網膜照震の単殺(トロランド)に換算する。

(b) cd/m2で、表した，時間に対する平均スクリーン輝度ム誌，本体の6.1及び6.3に従って

る。ムはスクリーンの全輝度であり，これに誌ディスプレイの蛍光体から放封きれる

から反射される輝度も含まれる。

(川 ディスプレイのスイッチを切っ，スクリ…ンからの反射鰭度ム (cd/mりを測定する。

した であ

にスクリ…ン

(d) 観察者の韓孔語種を推定する。 眼孔面積Aは， )11員応輝震の関数である。次の式 [6] を使って騒孔の蓋蓬d (mm) 

を推定し ， A (mm2 ) を計算する

dニ5-3 tanh [0.4Iog (3 除 183Lt) ] 

( e ) 時間変動成分について，穎摸照度の時間平均値(ト口ランド) ~i，次の式で表きれる。

DC= Lr) A ・ H ・ H ・..…・........一…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H・..………………… {ι1)

A.1.2.3 嬢議係数 スクリ…ン輝度の基本正弦波の援暢保数(変調度)を

スクリーン 指数関数影減衰残光exp (-t/α) をもっパルスの連続体である。時間変動性スクリーン

って計算できる 11針。

Amp (j) 
2 

L.L I \ム /tv，j ) 

ここに a: 蛍光体残光の指数成分の時定数料

f: ディスプレイの表示毘技数 (Hz)

犠考 α;土，蛍光体の輝度が，その初期債の i で減衰するのに要する時慌である。しかし，減衰時間

(TClO %)は，通常，難度がその初期値の10 %まで減衰するのに要する時間として表される。蛍光体

の TC10 %傭Ui. 次の関係式によってα値に換算することができる

αコニ TCIO %X よ?入、入J1 二 o. 434 3 X TC 10 % 

A.l.2.4 基本正絃波のエネルギ… 立然室主聖子つ3君主主姥り場:金ι::-2_~_'-丈一'_::f-，_変動網膜照度の平均{誌に基本正弦波の

捺i崩係数Amp (j) を乗じて，調韓民i交の基本正弦波成分ιbS を

XAmp (jト・・・・動・ 4 ・・・...，...............・・・......・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・・ a ・象・ (A.2)

A.1.2.5 予潟 1) ッ7;を検知する網襲照度しさい鐘ι剖は，次の式で与えられる

ιred= aebf ...・・・・・...…..，..・・・.........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・..............，..・ e ・...・・・・・・・ (A.3)
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表A.l に， る

..,. ..,.. ~こ，/は表示周波数， α亙ぴbti ， ディスプレイのサイズに後存する定数でみる。

イズに対するパラメータ値切及びる}を示す。

ブリッカが見えないと予測する G

れば，ブ 1) ッカが晃えると予測する。

代わりに，スクリーンの時間平均輝喪が与えられていれば， EObS [式 (A.2) そ

喝し3…員然発jG形l三"'J回日?とど立)，更に，次の式を償ってブ 1) ッカを生じないであろう

できる。

を計算することができ

波数しきい植CFF を葬定

CFF=m …ト n 1n ………… (A .4) 

表A.Hニ，

A.1.3 計算実例

A.1.3.1 ヂィスプレイの構成 約500 mm離れて克る 280 mmの長きの対角径をもっCRTずィスブレイとする。

.,.. tニ m長びnはずイスブ。レイのサイズに依著するパラメータ値である。

る表交代サイズごとのパラメータ値を示す。

したがって，このディスプレイのサイズ':t， 2 arctan (280/2 x 500) =30.75
0

の説角となる。

100 cd/m2であり，スクリーンの長信難度Lrは 10 cd/m2 とする。さら

数αは， 2.5x 10- 5秒とする(これは ， 6x 10- 5秒の TClO 舗に相当する。)。

A.l.3.2 計算 A.1.2.2 (d) から始めて，次の許算をする

( a ) 壇孔室経は，

d=5-3tanh [0.4 (3.183X100)J 

2_713789 mm 

b
 

A 士三 3.141 59x (2 , 713789-;'-2) 2 

ニニ 5 7842 mm2 

( c ) 変動絹襲照度の平均鐘は，

DC ニ(100-10) X 5.7842 

二 520 57 ぱ

(d) 基本正弦波の掻穏係教は，

Amp (f) 

には，

(e) 60 

[1 十{之 5X 10-5 X 6 . 283 2 X め 2Jω

胞のときには，振幅係数は1.99991 であり，表示周波数/が万胞のとき

.99987である。

スプレイの網膜照度の基本正弦波成分は，

したカfって，

ιbs==520.576x 1. 9999 

== 1041 td 

( f) ブリッカのない60 Hzディスプレイに

石、 bf
.f1..pred = ae 

258.58 td 

守鈴

、- /ニニ 60 α エニ 0 ， 1919，かっb=0.120 1 である(視角 30
0

のディスプレイのα及びbのパラメ

を委参照すること。〉。タについては，

るため， 60 Hzのディスプレイにほフリッカが起きそうだ， という

スプレイの網膜照度の基本正立法成分比

ιbs=520 , 576x 1.9999 

= 1041 td 

なる(事)

(h) 72 
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であり，フワッヌ?のない72 Hzのテホイスプレイに必要な鵜鞍賠境基本正弦波成分の臨界植は，

なご 0_191 9 ポ義120x72 

1. 092.71 td 

どなる 0

&b日く ιredであるため， 72 胞のナイスプレイにはブワッヌうが超きない。

舗考威光時間及長どE亘察発走竪蛍光体(減戒定数aニニ 3.040X 10-2秒}を使って計算すると ， 60 胞の

スプレイにフリッカは起きない。

A.2 ヂィスプレイにおけるフリッカ予測のためのアルゴりズム

A.2.1 基本原理 ディスプレイにブリッ力が起きるか否かを推定するためのアルプリズムを読供する。

A.2.2 ディスプレイのCFF平均備の計算 このf直は，次の式から誰定する。

CFF =34.9十 17.6 log (ム)……….，.・ H・..…………………………………… (A.5)

ここに ， Lt は， 6.3の表示輝度 (cdjrnりを表す。式 (A.5) は，短残光蛍光体 (P31) をも

っスク 1) ーンに視角 700のラスタを表訴した:場合の心理物理データの平均鑑に基づいてい

る。したがって，この公式には，謂辺境野にもフ 1) ッ力は生じないという

れる o

A.2.3 被験者間の変動性の指定 費ふ郡山制体間差異の標準偏差σlnt を示す。

表A.2 標準編差及び個体間差異

平均スクリ…ン輝度

61nt 

A.2.4 百分散数基準の決定 CFFの iMIJ定{直における被験者分布は，裁本的に正規分布である。したがって， 95百分

う場合，すなわち，被験者の95 %がスクワーンにブワッカがないと知覚した場合iこは，その百分位数基準

は 1 65 6!ntに対応することになる。

Aふ5 標準値の計算 95百分位数基準が与えられれば， 次のようになる。

1 臨 6.5 σlnt

スクリーンにはフリッ力;まないとみなきれる。表示周波数がCFFsTANDARひょっ

剖平均輝度 100 ナイスプレイの場合に， CFF'ま 70.1 註z である。びlnt は 5.78 Hz であるので，

CFF'iTANDARDは，次のようになる G

70. ]十1.65 X 5 . 78 = 79 . 6 註z
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附風害B(参考) スクリーンのフリッカ及びジッタの実験的評偲方法

B.l …般 る装霊に関係があるという点から， される利用者母集団〈本体の1.に規定し

を る諜本であることが望ましい。 には少なくとも 20人の被験者を寵用するのが望まし

し lO

して暁る

ことが望ましい。

を表示する場合には，通営の操作におい される最大の文字数が表示されている

B.2 手JI讃

( a ) 表示面鉛直照度を lx~ご

(h) スクリーン る。

( c) 表示輝度を，

(d) スクリーン位置を，

( e ) スクリーンを，次のように設援する。

( 1 ) 観視者の300毘辺境の金罷。

( 2 ) 観視者の真正面。

る。

る。

したところに設定する。

B.8 報告書 ディスプレイが，被験者の少なくとも 90 %いとってブリッカ及びジッタを起こさないようであれば，

そのヂィスプレイ誌フワッ力及びジッタがないと報告する
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附属書C(参考) 利用者の作業性 (user performance) 
による比較試験方法

この試験方法は，本体の規定に適合していることを調べるための，代わりの試験方法 E して妥当であるかどうか，

現在検討中である。よって，今後の参考のために，この方法を使用した紘験を， 関連文書，特に使用した統計的方法

を添えて発表するように，試験機関に嬰凶する。

参考 この規格の本体は， CRTディスプレイに対する要求il~項を中心に記述している。この試験方法は，現行の

CRTディスプレイと異なる技術を用いたディスプレイに対する適合性を判断する目的で開発きれている。

この試験方法を用いた試行は，既に幾つかの機関で行われ，現在改正作業が進められている。

ι. ] 基本原理 この試験方法は，ディスプレイに表示された文字の検知及ぴ認識に関するものである。この方法

は，英数字を利用者に呈示する際のディスプレイに期待きれる性能を評価するために悦用する。ここでの性能という

意味は，利用者が画像を正確，迅速に，かつ不快感なく検知・認識することができることである。利用者の作業性は，

被験者が検知及び認識試験で達成した正確さ及び、速度，並びに経験した不快感によって規定する。

本体5.の必す(須)要求事項を満たしていることが分かっている基準ディスプレイに対して，試験対象となるディス

プレイ(以下，試験ディスプレイという。)の利用 首の作業性を比較する。試験は，正常視力又はj直切な矯正視力をも

っ人々を被験者左し，模擬的なオフィス環境において実地する。これら，その他の試験条件は，次のとおりとする。

試験は，各判長』験者につき 2四千子う。すなわち回は，試験ディスプレイに女すして，残りの 1 [司は，基準テポイスプレ

イに対してである。呈示の順序は，被験者全体でバランスをとる。

試験プログラムは， 導入及び使用に関する製造業者又は販宛業者の指導を適宜取り入れることが望ましい。評価

は，人間の行動を評価する訓練を受けた者が行うのがよい。

ブィス作業を行う 者) を代表する標本であることが望ましい。必要な被験者数の推定方法については，仁.10tこ示す。

被験者は，例えば，垂直斜位，側方斜位，色覚異常及びコントラスト感度に関する検査を含めた視機能について，

帯存してj~ぶことが昭ましい。被験者は，設計視距離で近方視力0 ， 5以上(矯正を含む。)であること が望ましい。

ι. :3 ディスプレイ 試験ディスプレイは，製品又は全機能が組み込まれた製泣 IjíJの装置がよい。試験ディスプレイ

には，製lfh に組み込むグレア防止及ぴ反射防止のフィルタ，並びに表面処理をすべて取り入れていなければならな

し、。

基準ディスプレイは，試験ディスプレイの製造業者又は販売業者から，提供又は指定されるのがよく，本体5.の必

す(須)ョ要求事項のすべてを満たしていなければならない。

試験ディスプレイ及び基巾ディスプレイのどちらも，十分安定するまで通電することが望ましい。ディスプレイに

は，例えば，“ディスプレイ 1"，“ディスプレイ 2" のよ?に，識別を目的としたラベルを:長示しなければならない。

被験者には， どちらが試験ディスプレイて1 どちらが基準テゃイスプレイか知らせない方が国ましい。

仁.4. 試験設備及び試験環境

C.4.1 一般的要求事項 試験は，試験結果に影岱を及ぼすような気持ちの乱れ及び外的干渉を生じさせない場所
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7 とが望ましい。環境は決過で，試験期間中，変化がないことが望ましい。

C.4,.2 環境 次に示す条件は，試験のための適切な環境を決定するうえで重要である。

性に影響を与えるような外的変化を最fト隈にが1] えることを意閉している。

C.4.2.1 騒音 試験中の暗騒苦は，被験者の頭部位蓋で， 55 dB (A) 未調とすることが望ましい。

C.4.2.2 熱環境 試験は，衰C.Hこ示す条件下でよわなければならない。

仁.4.2.3 際明

表C.1 熱環境

をキ莫?疑すること

19-26 oc 

4.0-60 % 

0.15 以下

ましい。

測定するのがよい。熱度は， (250 十 250cosA) lxにできるだけ近づけること

イ両面中心の接平面と水平面とのをす角度でみる

スブ。レイの中心に壊する平

ましい。ここに ， AIま，

作業

スブレ

(どちらか高い方)は，本体6.3に詫って設定することが望ましい。

開明 iま，グレア

ない。

抑えるようにすることが望ましい。四面上の知覚できる鏡面反射比遣まけなければなら

表C.2に示す範囲内であることが望ましい。

表C.2 試験室内の拡散反射率の範囲

% 

天井 70-80 

壁 30-50 

J~ミ 10-30 

20-50 

被験者拡，試験日分前に試験室又はそれと同等の照明議内仁入ることによって，明るさに順応しておくことが望ま

しい。被験者は，試験中を通しでこの蝦応レベルにあることが望ましい。

C.4.3 試験用設犠 デ、イスブレイ及び|時属装置(例えば，キーボー!づ'j:，適切な大きさ，高さ及び仕上げをした作

業副に置くことが望ましい (ISO 9241-5拳照)。ディスブレ千までの線距離辻，設計視距離ーとするのがよく(本体5.

1参照)，視線角 t;t , 水平語から0~600下方がよい(本搾5.お参照)

被験者泣， ISO 9241-5の要求事項を ることが望ましい。

C.5 試験対象物試験対象物として， ISOjlEC 4873 1) の 8 ピット VDTに関する表1-3~こ示す， 8 ビット 1バイト

コードの関彰文字集合 (graphic character set) で講成される文字集合 (clはracter set) を能吊する。各試験では，

を捜帰するか，又はある特定の集合 (subset) ，例えば， 7 ピット VDTのためのISOjIEC 64.62) を使用す

る。どちらのテ、、イスブ。レイにもlr.tJ (seりを使うことが望ましい。

C.6 試験対象物への留熱被験者が，試験に用いる

ましい。

を知っていることを，試験前iご確認しておくことが

1) ISOjIEC 4873 : 1991, Informぬon technology-150 8-bit code for inform，出on interclはねge-5truclure and 

rules for implementation 

2) ISOjIEC 64.6 : 1991, Informatﾌon technology-IS0 7-bit coded character set for ﾎnformation interchange 
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仁.7 苧JI慎 試験実擁の目安として，次の手}I[震を提案する。この手}II震の目的は，正離で信頼性がみる試験を行うこと

る。ここで提案する手]11貢を変更する場合には，試験の精j支及び信‘頼性を高めることを呂的とするのがよい。試験

簡便で、あり，かつ被験者に不当な負担をかけないことが望ましい。

スプレイの利用者の作設住を比較すること ることを強調するとよい。

スプレイ スプレイではなりの明るさ及びコントラストを，それぞれ被験者の好みに語節きせ

る機会を与えることが望ましい。

各行が5文字:の3行をブロックにして表示する。行間関 (inter-line spacing) 

試験行とする。各々の試験文字は，試験実施中，少なくとも 2自，各拭験行に無作為に

を考慮し，中

るのがよいσ

--_...つの試験ブ口ックの中心は，次のSか所のそれぞれにできる限り

照λ

て置くことが望ましい(本体の臨 11参

( a ) 左上の偶から対角線に沿って，対角練の10 %だけ内棋に入っ

(h) /右上の開会主ら対角線に沿って，対角隷の10%だけ内1nu に入った位置。

( c) スクリーンの中心。

(d) 左下の隅から対角線に語って，対角議の10 %だけ内側に入っ

( e ) 布下の 1)鳥から対角隷に沿って，対角線の10 %だけ内舗に入った位置。

ブ口ックを表示する前に，被験者の注意を喚起するためι視覚又は轄覚いよる開始信号を発する。こ

0.5秒後に初送所の位置で5椙の試験ブロックを同時に呈示し，被畿者が完全に識到するまでこれを表示する。

左上から右下に抵隷を移動させて，各ブ、口ックの試験行の文字を識加するように，議験者に指示する。この試験を

行う離に，被験者に速度及び正確さの重要性を知らせるのがよい。

ロックが主示されてから，被験者が最経ブロックの最終文字ι 答するまでの時間は， 100 msec又はそれ

より高い精度で記録することが盟ましい。

試験ブロックの次の組は，そのF誌の組に る高:答が終了した るのがよい。

備考 この試験における れば，いかなるもので、もよい(例え キーボードによ

る 15司法) スブ。レイと スプレイとの両方に対して，同ヒ じ

段を袈うことでふる。

ι.8 不快感の評器

C.8.1 手11震 この乱験ではず.イスブレ千を2問見てもらうが，最初のデ、イスプレイの試験室冬了後，挽覚上の不快感の

を，被験者に詳留してもらうのがよい。被験者の学分には，最初に試験ディスプレイを使用し，桟り半分の被

は，最初に基準ディスプレイを穫思する。被験者には，どちらが試験ディスプレイで，どちらが基準ヂ，イスプ

レイかを知らせない 1iがよい。この評価に使用する尺度及び畿験者lニ与える指示は，仁.8.2及びι.8.3に規定する。

目のナイスブ。レイを使思した後に，被験者は，最初のディスプレイに対比させて不決惑の度合いの辻較評価を

するのがよいのその際季最初jのディスプレイを評倍した各人の尺度に基づく。使用する尺度及び被験者に与える指示

を，次に規定する。

備考各被験者についてできるだけ多くの靖報を得るために，

もる連続的な設相、関摘尺震を装用するのこの結果は，その後，

比較判断するときに，設験者の参考として利用する

スプレイの不快感、の度合いを見積

自のディスプレイの容認の度合いを

C.8.2 本快感の詩鑑 iこ使用する尺度 関ι1に示す回答用紙を，最初のデ、イスプレイの試験格了後，各被験者に配

布し， 2番目のテY スプレイの試験終了後に，問仁被験者に再び記布するのがよい。

ι.8.3 被験者へおき量採 回答方法を説明するため，各被験者に口頭で，次の指示を与えるのがよい。

(a) 最初に費躍したディスプレイについての指示
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“次の表に示した項目について，あなたが今使ったディスプレイ安どう感じたか，巨IJ をつけて下さい。各項

目ごとに，その項践の左側jの越をスケールとして， だと うと ろに×ド11 をつけて下ざいJ

(b) 自に使尽したディスプレイについて

国C.l 回答用紙

あなた スプレイに対して どの程度の不快を じた治、， ぺ〉 して

下さい。

イ 項自 スプレイ
レド[1)

なし 激しい 尽の不快 より強い 間じ よ号良い

なし 殺しい 目の乾き より悪い 同じ より良い

なし 激しい まぶた より悪い 同じ より良い

なし 激しい 焦点の合いにくさ より惑い 閉じ より良い

なし 議しい *) より悪い 同じ より良い

なし 激しい 頭需 より悪い 同じ より設い

*) 極端な姿勢を強いるテ、、イスプレイは、不快感、を招くことがある。

した項告について，あなたが2番目のデ、イスプレイをどう感じたか，印を付けて下きい0・各現岳ごと

に，あなたが先悲，線の上に×印を付けて示した最初のデ，イスプレイに対する判断と比較して下さい。そのうえで，

Z番呂のディスプレイを前のものよ号悪いと思うか，同じか，又は良いかを，該当する欄にレ印を付けて示して下き

し'0 円

仁.8種多 採点 2番告に使用したずィスプレイ

較判定Lì，実験者が次のように掠点する。

スブ。レイ る は， 2番目のディスプレイに対する比

より膿い 1

同ヒ ェ G

より良い口十 1

民にイ夏用したディスプレイ スプレイである場合には， 自のず、イスプレイに対ーする比較判定は，

験者が次のようにして採点する。

より悪いニニ十 1

同じ o 

より良い -1

被験者ごとに総不快点数を算出するために， 自の点数を合計する。これによって，

になり，もし，点数が正の植であれば，試験ディスプレイ スプレイより

ば，試猿ディスプレイは基準デ、イスプレ千より快適きが低いことになる。点数がゼロ

スプレイと拡快適きが等しいと判定する。個人別評点 (-6~ 十引は， C.IOに

理してよい。

C.9 試験結累次のよう 試験結果を各被験者ごとに計算する。

スプレイそれぞれの，全試験文字に対ーする

-6~ 十6の範囲

ワ， もし， 桑のイ直であれ

れば，試験ディスプレイと

を使って統計的に処

( a ) 試験ディスプレイ

(b) 試験ディスブレ千 スプレイそれぞれの，ブE ック当たりの平均所要時間

( c ) 不快感の比較判定結果

ι10 結果の統計的処理 仁.9に示す三つの測定結果のそれぞれについて，試験ディスプレイを スブ。レイに
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比較するのに統計的処理を用いる。帰無板説民は，試験ディスプレ千の得点と基準ディスプレ千の得点との関に差

異がないとする。対立援説H1は，試験ディスプレ千の得点が基準テ、イスプレイの得点より帯意に抵いとする。した

がって，試験ヂィスブレイが基準ディスプレイより劣るか否かを評定するには，片剖検定が適切で、ある。

この適合試験の手順では，次のようなパラメータの水準を設定する(ここに謹んだ数笹'i，帰無板説を棄却するの

る。)。

( a ) ぴ販売者側 (生産者危投入これは 試験子、、イスプレイを合格とするべきときに，それを

不合格としてしまう危険率である。その備を0.05 とするのが適切で、ある。

(b) 利用者側の危蹟率(消費者怠険)。これ誌，試験ディスプレイを不合格とするべきときに，ぞれを合格にし

てしまう危険率である。これは， 0.05 (すなわち，実際に基準ディスプレイより惑い試験ナイスプレイを

とする回数が， 20回のうち 1 回あるということ。)に設定する。

( c ) 各iftlj定結栗における平均値の間の，実際上又誌操作上で、脊;窓で、ある きさ。 Dは?-

したものであり， 0.75 という数量は，作業性 (performance) に約15 完の差があることを意味する。

儲場上記の数値は，試験方法の開発中に得られた実験データから導き出した。この試験方法の信頼笠及び精

を言語め，これらのパラメ…タにとって適切な数値を雌定するために，試験機関に，各践のデータを報

るように要請する。

必要な設験者の，人数 (N) は，次めようにして決定する。

ここに， Ua: 

ι: 使患者の危険率(泊費者危険)

D: 各測定結果における平均値の間の， る差

を単f立として表したもの，すなわち，その平均値の差

で除し

鑓考 αニ 0.05でß=0.05の場合， Ua = 1. 96, 

必要な被験者数を確定L 上記の手JI!匙こ従ってデータ

1. 96である。

した後，通常の方法を用いて，

る平均誤答率， 1ブロック当たりの平均所要時間及び不s快感の比較結果について t検定を行う。

の試験文字によ

長及びDの植を達成するためには，地較的多数の被験者が必、要になることが討葬から分かる。これに代

わる，より経済的な方法は，各試行の結果を知ってから，次の被験者のデータを取る逐次検定(例えば， Barnardの

を模う方法である。これらの手順は，行動科学ではあまりよく知られていないが，工業品検査及び品質

管理では広く挺施されており，理論上は適合試験の費用効果を高めるのに過している。

試験の妥当性の統計的構部に関する詳細な情報については， Brigham, F. R. の“Statistical methods for testing the 

conformance of products to user performance standards, Behaviour and Information Technology, 8 (4) : pp. 279 

-283を参照せよ。

仁.11 蕗合性 試験ディスプレイがどの明白ーすなわち，

感ーにおいても，基.準テ、、イスブレ千より有意に劣っていなけ

プ口ック当たり 関及び不快

されているとする。

ι12 磯掛性 試験での各個人の採点については，機密i全が確保されることが望ましい。試験機関は，これら採点

が，側人名が識別できるような形で位外部に漏れまいようにするのがよい。入閣を使った実験での協理行動を管理す

る競期を遵守することが望ましい。
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参考輝度の測定条件及び輝度計に関する補足

この参考は，本体の6. 1.2友び、6.2の議定を分かりやすく書き直して捕足するもので，規定の一部ではない。

1. 輝度の測定条件{本誌の6. 1.2)

1.1 発光彰ディスフレイの場合 表示輝度Lt ， と長射輝度との和であり，こ

おける反射輝度によって行うしていることの判定は，

250十 250cosA (単位 lx)

しかし

( 1 ) 

照度f込は持がたいので，次の( 1 )又は (2) のいずれかの輝度測定法によっ

(ι) ニ qo 1込を加葬する。

すなわち，表示輝震=LE十ん{品) LE十 qo e。

る。

うとよい。

(2) 明室条件下

射輝疫から，

Lo (E) に拡散反射輝度係数を用いて， J号、度Eにおける

おける拡散友会主練度へ補正する。

すなb ち， LE十 Lo (E) 十{jo (ι ~E) 

こに， qoは，拡散皮射輝度係数であ号，次の手)11員で求めることができる。

(判 入射光は，拡散光又は450

入封光(画出照度とする。

(b) 岡田拡散反射輝畏んを測定する。

( c ) 次の式から葬出する

均一 Lo (E) 
ゅー E

1.2 非発光形ヂィスフレイの場合 上記のqD を求める手Jlt長によっザ仁明る

を求め，その拡散反射輝度係数から，拡散反射輝度が35 がとなる照度を求める。ただし

スプレイでの反射難度の測定は極めて難しし正確な謝定法は，別の規格で今後規定する予定である。

2. 輝度計の測定視野・測定喰自(本誌の6.2)

次のように語頭平均輝度を している。

( 1 ) ピーク輝度と[Rおして用いる概念で，“表訴輝度"とも表現している。この規格では，ピーク鰭震と豆7.J1J

するために，“面讃平均理度刊と括弧書きを加えた。

丈字寸法のすh草程皇牒度悶dで怜と

(2 )測員則リ定視野が有労効j闘函の 1 %程程-度のものでで亡、， “面積平土均令耀度円と詰斡:しぜてどμしい、る。 この規格でで、は， (け1 )の定義と

の混同を避けるために“広域面積平均綿度"という(本棒の6.2.3参照)。測定対象には，有効顔面の金歯

を発光させて行う嫌捜均一性の広域面積平均握変〈本棒の6.6.9.1) ，及び、有効画面の全文字位霊に，大

“M" と“間関(品"とを交互表訴して升う輝度バランス(本体の6.6.9.3) の溺定がある。

輝度7
0

ロファイルなどの結語の輝車を制定する場合，設びピーク蜂変の7~.Ú定を行う場合には，本

体の6.2. 1. 1 を参照せよ。



32 

JIS Z 851 3-1994, 

(ISO 9241-3 : 1992) 

人間工学-視覚表示装重量を用いるオフィス作業

一視覚表示装置の要求事項
解説

の解説は，本体及 し 参考に記載し 並び、にこれらに関連した事柄を るもの

で，規格の一部ではない。

1.額定の趣旨 各国や各機関ではコンピ タの規覚表示装議 (Visual Terminal) に

かかわる，

ス作業の

(VDTs) : 

を提案してきた。 (ISO) では， を用いるオフィ

re守uirements for office work with v�ual display terminals 

を用いるオフィ シリ…ズとして国擦規格とするべく， 1984年から活発な審議を

てきている。

[SO 9241 シリーズは， ;j<心心トトトトh匂…….冊叩一一.冊叩一.冊叩.冊.

ムの使いやすきなど， を規格の対象とし fたご， 17部から構成される大形の規格であるのこのよ

な由諜規格を， JIS として同 ることは，今後とも増加が予想きれているVDT梓業について，人間工学

上の要求事項

この規格iえ

に関する

ためにも，社会的に大いに要請されているところで為る。

を用いた情報処理システム記おいて，利用者の能率と福利とを

基づく指針を，提供するもので為る。

るための，視覚表

2. 制定の経緯工業技術註では， J誌の

とした，工業標準新規原案の調査作成

を推進するため， 1992年7月に発行されたISO 9241-3 を

日本人間工学会に対し平成5年震に委託した。同学会では， JIS諜案作成

会組職し，漢字など日 させるために， を我が自の実情に RIJ し

したJIS原案を作成し， した。そ iこ日

\所定の手続きを

3. 審議中に轄に開轄となった事項

8.1 原国際規絡に関する問題 こ

した。

の窺轄の事i走をみた。

次に示す原国際規格がもっ '慎重に検討

( 1 ) 趨用対象となるディスプレイの覆類について 漉用対象は電子ディスプレイ り，ブラウン管刊誌T) だけ

でなく，液品ディスプレイ (LCD入ア。ラズマデ、イスプレイ (PDP) フラットパネノレディスプレイ (FPD)

り， FPDについては，来frたな知昆を含む。しかし規格の線拠となる議認性の知見は， CRTに関するもの

を含めて現在ISO 仁DUJ406-2 (Ergonomic re中lrem叩ts for work with visual display un Ïts 問lploying flat 

panel technology-Flat pancl display ergonomic 柁守山として規格作成途上記ある

( 2 ) 輝裏及び饗震コントラスト 35 

が諒iい輝度では抵いコントラストを要求し，

されていをい。例えば，画面ブイノレタを

きは改持されるが， 35 cd/m 2以下であるために

解 1

CRすならば十分達成可能なものとして決定された

高いコントラストを要求す-b"という入掲の視

して， 35 cd/m 2以下になったとしても，

となる。より見やすい状態にすると，
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となるのは問題である。この点については， JIS X 6041に人轄の視覚特性

トラストの規定が為号， この規諮もそれを主体用|している。

3.2 既存の規格J日 X 6041 との関係 この規格に類似する規格として，昭和63年3月制定のJIS X 6041 (業務現

ん盤)がある。 JIS X 6041'i，表示に関する要求のほか，キーボードやきょう(僅)体につ

した雌度及び輝度コ

いても規定している。この規格の規定事壊のうちでJIS X 6041 と重複する部分は， JIS X 6041 をこの規格に合致

するように改正して，この規轄からは除く案もあったが，この規格の内容を勉の規絡に分散すると利用しにくくなる

と考えられること，人間工学として一貫した規格体系にした方が科用者に費剥であり，原因|際規格との整合性も高ま

ることから，シワーズ規格として制定することに決定した。

JIS X 6041 とこの規格で一致しない部分がみるが，この規格との整合性については，選切な待期にJIS X 

6041の晃砲しがなされるものと期待している。

::J.3 難審議に関する問題 原田陣競籍法，損害きを前提にしているが，我が留では縦書きも新聞，雑誌，文学系の

書物などで別いられており，緩書きについても規定するべきとの意見じ関捺規轄としての整合性を重視し，また

“公文書の書き表し方の基準刊で横書きを指導しているので慎書きに摂定するべちとの意見があった。説者きに関

する要件をすべて調主義することはできないので，この規務では，縦書きについて，文字問毘離及び行間距離の規定値

を原器際規格と間ーとし用語の定義に反映することとした。

3.4 用語の問題 用語は，関係JIちに規定された用語をできるだけ尊重したが， ものは独自 た。

( 1 ) オフィス作業(office 規轄の名称) ニの規格でのオブィスとは，従来の事務所に加え，

や大学の研究室会ど，知的作業を主として行う場所と定義きれるのこれに対応する適切な日本語がないこと，

及。、オフィスという用語が一般にも{吏bhるようになってきていることから， てや i丸オフィスと る

こととした。したがって，。伍ce work とは，事務作業ではなくオフィスで行われる十字業をいう。

(2) 観読角 (angle of view) (本体の 2.1) angle of viewは，観察者の視線と表示語の法識とのなす角であって，

光学における入射角の定義に相当するが，この規格では観察者が表訴揺をどの方向から見込むかを言

に用いられているので，人間工学の観点から，親捜角という毘語にした。

(3 ) 文字間程離附en-character spacing) (本体の 2.3) between-character spacing は， L
r」 との間げき

(擦)を意味するが，文字間隔

間余白(本項の意味であるが，

ワピッチの意味じ本項の意味との2:i撮っに'費用されている。)，文字

と掛らわしい。)が検討きれたが，いずれも問題とされ，賞味を正確

iこ表現する用語として文字開距離とした。

(4 ) 視器、性 (legibility) 忍び可読性 (readability) (本f本の2.17及び2.27) JIS Z 8113 (照明用語)等てすま legjbility

を可説性としているが，この規格では， legibility及 (!'readabilityの厳密な定義を行うことが話的ではなく，

を分かりやすく寸るために患いているので，文脈カか冶ら視認性及びび、可読i性生と表記することとしたο

(5軒} 文字の画紫構戚 (character forο机〉丸r問‘

する文学を扱うのでで、，冨表構成としたの

(6 ) 作業設構 (workstation) (本体の 3.) workstation という もともとの人間T.学分野での (作業をす

るときに使思する札，椅子，コンビュータを含む作業場)と，コンビュータ業界で慣用している意味合い(い

わゆるエンジニアリング・ワークステーション〉とがあるが，ここでは前者の意味で作業設備という用語を用

いた。

(7 ) その他今後制定する

す。

を図るため，用語対黒表を解説付褒1及び解説付表おこ示

4. 遷用範覇 ISO 9241 は，

らば全17部が一括して翻訳，

を患いるオフィス作業に閲する人

れることが望ましい。こうすることによって，

解 2

るもので，

の部の適用純聞を明確
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に理解することができる

るものは第1部から

る。しかしながら，この規格を審議している時点では，国際規格として或立してい

も具体的で、ある第3部から制定するという形ι 会

を用いるオフィス作業に関する人間工学の要求事項のうち

グ)，

までの3部だけであったために，

の規格の適用範囲は，

関する事項に

た。 したカすって，

ISO 9沼41の構成は，次のと信号である

オしている。

。規格の名訴tt，今援の審議によっ される

る。

PART TITLE 

1 General introduction 

2 Guidance on task re弓uirements

3 Visual display re弓uirements

4 Keyboard requirements 

5 Wo主主place requirements 

6 Environmental requirements 

7 Display requirements with reflectﾏons 

8 R勾uirements for displayed colours 

9 Non-keyboard input device requirements 

10 Dialogue 

11 Guidance on usability 

12 Presentation of ﾌnformation 

13 User guidance 

1.,* Menu dialogues 

15 Command dialogues 

16 Direct manipulat卲n dialogues 

17 Form fill�g dialogues 

対応する票田捺規格では，性能を規定するために用いる文字としてラテン文字，キリ

ファベットを指定している。我が悶で使用される VDTにおいては，これらの文字に加えて，

せることが多い。そこで，我が閣における利用のために，この規格の適用範囲を拡大して，

場合にも，適用することができることにした。

びギ 1) シ jレ

2主 を 矢
』

を表示する

5. 規定明闘の内容

5.1 漢字及び仮名に関する規定鐘の摂拠

( 1 ) 文字高(本体の5.4，) JIS X 6041 

することを参考にして，決定した。

(2) 文字の横一縦の比(本体の5.6) J路 X 6041で規定している文字の横一縦の比を参考にして，決定した。

している ー 6 磁mが，提距離500 出mで、羽角

5.2 JIS X 6041 との比較 この規絡及びJIS X 6041で規定している主な規定項目の規定内容を比較して解説褒1

に示

解 3
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解説表1 この表格及びJIS X 6041での主な規定項認の比較

議呂 JIS Z 8513 JIS X 6041 

表示文字の文字高・ 最外側の画素の上下・左右のェ、ソ 間~~離 最外測の画素の中心開距離

表示文字の文字高 摸字:設計視距離で視角 25' 以上 護字: 3.6 mm (視距離印o mmで

英数{反名:提角 16' 以上で20 22' が望ま 以上

しい。 英数仮名: 2.6 mm (揖産離500 mmで視角

18') 以上

表訴文字の文字l隔 漢字:文字高の0 ， 8- 1. 2情 漢字.文字高め0ι- 1. 2情

アラどア数字: 5-1 ， 0倍 英数{長名:文字高の0.5-0 ， 8情

文字問距離，行間距離の定義 憐楼した文字の閉め簸も近い部分の距離 隣接した文学の需の最も近いドットの中心

関距離

文字問距離 (JIS Z 8513) ]ストローク i幅又は 1耐素以上 漢字:文字高の0.1-0 ， 5情

文字賠余白 (JIS X 6041) 英数{長名:文字高の0 ， 2-0.5倍

行間~p'離 (J1S Z 8513) l画素以上 漢字:文字高の0 ， 2-1 ， 0倍

行間余白 (JIS X 6041) 英数仮名.文字高のO后-1.5{吾

部度 表示擁度で規定 4輝震で規定

表不言のブ 1) ッカ 90 %以上の入が感じない と。 感じないこと

測定方法は試案として期務書に記述 自援によって有紫を判定

解橡度 コントラスト 目視によ て判定

画像ひずみ 議銀性及び車交性で規定 非直諌ひずみ及びラスタひずみで規定

表示色 要求事項を議定すること。 単色表訴の装置は，可視城両端領域のtちを

詳細についてはお規揺を棋定する予定 避ける と。

漏えい X線量率 36 pA/kg (0.5 mR/b) 以下

けん離 講造，外観，性能を規定

6. 嬢築事項

6.1 継続して調査検討を要する事項 胤国際規格は，掠案段援で頭部の反射及 をそ び第8部

したが， として ものである。この規格本体の5.25でも，来制定の第8音15 を参服している。〕

れらの盟i翠規格原案について， し，規格作成に貢献するとともに，規定内容の漉切化(例え tt，

いとされている れることにならないように)を図る る。

6.2 我が聞の態見として操業していくべき事項 150 9241即シワーズを姶め関連国際規格の瀞識に当たって，

留として，次の意見を提案し，恒!祭規務に京映させるようにしたい。

( 1 ) 輝度差び輝度コントラスト 難度と環境コントラストとの聞には相関が為るので，この規格本体の5.15， 5. 

16において追加した規定値をもって，原菌際競揺の見蓋し持及び:150 13406-2の審議時に提案する

る。

(2 ) 仁hinese/Jap川lese/豆orean (仁JK) 漢字及び、{反名の規定については，

[E仁 10646-1 : 1993の表音文字に代表される漢字題の国際化の動きに呼応

し， 150に CJKについての規定の追加を していくことが望ましい。

自のものであるが， 150/ 

中富，会湾事車章i翠などと

7. 童光体の残光特性及びフザッカの予選IJ (時議審判 この規格の附麗書Aで提業されているブリッカの予測につい

ては，毘属探規諮原案審議の段階から，残光特散を単純北しすぎていて，実態と合わないことを指捕してきたが，修

正されず発行に至ったので，補足説明を行う。

解 4
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Z 8513-1994 (150 9241-3: 1992) 解説

開属議Aでは，テ\{スプレイの発光鰭度Loによる網膜照度の時間平均値DC， すなわち

DC Lo ・ A 附属書Aの式 (A.1) ]…………………...・H ・ H ・ a ・...…………{り

と，振i幅係数Amp (j)， すなわち

Arnp 
2 

…一( 2 ) 

こに!α:
、
、
‘
‘

z
z
'〆

QJU 

J
'
eミ
、
、

f: ディスプレイの表示開設数伺z)

とから求められる網膜照度の基本正弦波成分EObS' すなわち

DC XAmp (jつ [附属書Aの式 (A.2) ]………………………………(幻

によってフリッカの予期を行っている

加こでは，常光体の残光特性L (t)として

よ(t) =exp ( t/α) ……………….....・ H ・...・ H ・-……一...・ H ・...・ H ・...・ H ・-…........( 4) 

という指数関数形の減衰波形を仮定して式( 2 )を導出しているが，実際にCRTディスプレイに用いられている蛍光

体のほとんどは，式( 4) には従わない。したがって，この規格本体で泣式( 2 )に関連した記述にはすべて，残光特

性が式(引に従う“自然発光形の蛍光体の場合は f という限定義件を追加して記述の正確性を配躍した。以下，こ

ついて簡単に解説する。

(1) C畏1子。イスプレイ用蛍光体の残光特性一般に，蛍光棒の燐光特性は，励起後発光に至るまでの蛍光体内に

おける電子の総和過組によって決まり，そのメカニズムは蛍光体ごとに異なる。緩和過程の主なものとして

は，発光漉移過程， トラップ準位からの開放過程などが挙げられる。発光過棋のうちの局在的な発光中心によ

るものや，再播議がない1分子反正、形のトラップ開放過程は式( 4 )の指数関数形減衰を訴すが，前者のドナー

アクセブタ対の発克や，後者の再捕獲がある2分子反応影の開放過組は，異なる減衰特性を示す。さらに，

れらが組み合わさり，また，フォノンによる非幅射緩和過程も加わって，実際の蛍光体の残光特性は式( 4 ) 

には従わな

CRTテY スプレイ用の蛍光体の中で，カラー用P22の赤色成分 [Y202S : EuJ や長残光のP27 [Zn3 (P04) 2 : 

MnJ などは式( 4) tこ比較的近い残光特性を示すが， P22の縁色成分 [ZnS : Cu, AIJ ・背色成分 [ZnS: AgJ や

長践充のP39 [Zn2Si04 : Mn，加]など大部分のもの辻式( 4 )には従わない。…例として， P39系の残光特性

を解説呂町ニ示す。図の( a )芝ぴ (h) は，それぞれ表示周渡数/ニ 10 Hz長び100 Hzの場合である。関に辻

P39のほかにその改長品(躍中P39I) 及びPl [Zn2Si04 :詰nJ などの蛍光体の残光波彰も示した。 P39に関する

悶( a )及び (h) の減衰関数は，時間tの単位を秒とし 2 Hzの減:資関数

L (fo ニ 2 Hz, t) = 0 . 992 ( 1 十万0.0164) 一 1 十 0.008exp t/0.153) ……………(め

を患いて，次の式でそれぞれ/ニ訪日z及び100 Hz としたものに相当する。

L (j, t) 口実 L 十弘一j)/f) んニf/!o

|議( a )から分かるように， P39では2分子反応形トラップaの開放過程に相当する式( 5 )の第1頃のために，

残光持'誌は指数関数とはならない。さらに， (a) と (h) との比較から，残光特性は表示潤波数/に依存する

ことが分かる。これは，両者に上記の式の重ね合わせの関係があるためでみる。

なお，解説図 l'i，アノード電fE15 kV，励起ノて/レス塙0.5 ド sec， ピーク電流100 ぃAのパルススポット法で

測定した結集であるが，これらの臆起強度を変えても残光持性は変化する。

」のように，殻光体の残光特性ti ， る る。

解 5
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Z 8513-1994(150 9241-3: 1992) 解説

解説図1 P39系蛍光体の残光特性
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(2 ) 振蟻様数の導出 スブレイの発光輝度の時間変化{残光特性) L (t) は， 7- 1) ..::L級数展開によって，そ

の一次近似として次のよう 下と走fできる。

よ(1)二 Lo 十 L1cos が……H ・ H ・....・ H ・-……ー…...・ H ・-………'"・ H ・...…( 6 ) 

ここにん=村立 (t) dt .. ................................ .............. .... ... ........... ( 7 ) 

Ll (Lc 2 十 ω ・・・・・・・・・・・ a ・・・・・・・・・・・・・・・・ e ・・・・・ a ・・‘ ........................・・・・・・・・・・・・・( 8 ) 

Lc 手lTL υ) cos (wt) dt 

• lTL (t)s匤 (ωt) dt 

ωニ 2 1(/， T = 1//, 手ニ cos- I (Lc! L1) 

P39蛍光体について，この 7 1) エ議数近似の謙子を示したものが解説菌2である。間中の実越は残光特性

L(めの実測値(fニ60 Hz) ヲ破議は式( 6 )による近似波形である。両者はかなり異なっているが，人間の自

の時間分解能はそれほど高くないので，近似波形を用いてブリッ力をほぼ評倍できることが実験的に分かつて

いる。

解 6
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解説図2 P39蛍光体の残先特性のフーリヱ近似

P39 
60.0 Hz 

し (jit)

一一一一- Fourier Approx. 
R=L1/Lo /2 ロ 0.744100 

80 Lo+L, 

本目

梨 60
光
強
度 40
(%) 

20 
R厓pLe Ratio: RCf) = Ll1Lo/2 

。
。

i

・

4 8 12 

(ms) 

16 

もあるよう ι ，

れる

(1) ，ま，式( 7 )及び( 8 )で求められるL。及びLl を用いて，次の

Amp (1) =L1/ L。………………・.......一…............… H ・ H ・.....・ H ・-………...・ H ・...(9) 

( 3 )は，この式を輝度の代わりに網膜照疫に置き換えたものにはかならない。

自然発光形の蛍先体の場合には，式( 4 )を式( 7 )及び( 8 )に代入して，容易に次の結巣を得る。

Loニ af[l-exp 1/ af) ] 

L1 -exp 1/α1) ] /[1 + (2 7faf門出

式( 9 )に代入して，

合に 1;1:， 例えば，式(5 )を

式( 2 ) 

( 2 )を得るのしかしながら，

( 7 )及び(引に代入して

{引に従わない一般の蛍光体の場

し式(引から張i福係数を求めなければなら

いことはいうまでもない。

なお， 楠々の方法で車議総定することができ，社団法人目

ているので参照、されたい l} 参考までに，この直接測定法を用いて求めたP39雷光体の振幅係数を解

説毘3に示す。国中の縦軸は， リップル比主ザ)=Amp (1)/2 として示してある。

以上示したように，附属書Aのフワッカ予期法は自然発光形の特殊な蛍光鉢を用いたディスプレイにしか適

用できず，正確な予測のためには振幅係数を護接測定する必要がある。

なお，現在沼いられているCRTナイスブレイ用蛍光体のほとんどは， 10%減衰時間がTC lO %く 1 msecの短

い義光をもつものであり，この場合は(1)エコ2 となってブリッカの軽減効果はない。いずれにしても，

この粥謡番Aの予測法は， P39糸のような長残光蛍光体のフ 1) ッカ軽減効果を見積もるために

るが，残光特性や援組係数の測定には議官υr生を要するので充分な配慮、が必要である。

解 7
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解説屈3 P39系蛍光体の振幅係数(直接制定値)

--酬口一一鋼 P39 

一--0…m ・ P39 1 
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一日ゼト・ー XLEg 

10 20 100 
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ッ
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札原案作成委員会の構成

JIS Z 8513原案作成議員会構成表

進 労{動省産業医学総合研究所

問 '1苦

泉亘

木康弘 日本電気株式会社

高木譲 工業技術院標準部

武内徹 訟下電器産業株式会社

。田 中 朗

主主井克則 工業技衛院生命工学工業技荷研究所

中込 ま設

中野 彦

畑出 彦

キ本 喜男

住伸 日本電気株式会社

野 神奈川大学

。松本 太 富士通株式会社

。森 男

。吉武良治 話 イ*ピー・エム株式会社

出麻 日 (株式会社日本総合技術研究所)

嶺考 O印i土分科会委委員を る

JIS Z 8513原案作成委員会
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Z 851 3-1994 (ISO 9241 -3 ・ 1992) 解説

解説イサ褒l こ (J)規棒で用いた用語の対照表(五十音)1慎)

題担ロロ ツ...!ã-と苦ロぷロ 欝条番号

{あ} 時騒音 background noﾌse C4_2_1 

アンチエイリアスフォント anti-aliased font 2 2 

[お} 歌文ピッチ姑瑠 proportional spacing 5.6, 5.11 

[か] 画素 pixel 2 25 

可読JI主 readability 2 27 

掴面上の距離 screen distance 6_5 

観挽角 angle of view 2 1 

{き] 既定植 defau lt 6.3, 7.1 

輝度コントラスト luminance contrast 516 

嫌度バランス luminance balance 5_17 

輝度比 contrast ratlO 5 16 

持問距離 between-line spac�g 2 4 

鏡面反射 品pecular reflectﾎon 5_19 

均…性 uniformity 2 23 

{く] 空間的不安定性 spatial instability 5_24 

グレア glare 5.18 

[け] 顕微測光的輝度 microphotometric luminance 621 

[こ} 広域面種平均輝疫 ar位 average luminance 5.17, 5.20, 6.2.3 

コントラスト contrast 2 22 

コンパレータ室長点板 comparator reticle 66 14 

[き} 作業設備 work station/worlぽation 3 

workplace Vll 

[し} CRTディスブ。レイ CRT display 3 

temporal instability 5_23 

試験対象 test object 621.3 

ネ見線 line-of-sight 21 

ジッタ )ltter 2.28 

視認性 legib�ity 2 _17 

充てん率 fill factor 2 ‘ 12, 2.15 

format 

[す] ストローク stroke 5.2 

ストロ ク i暗 stroke w�th 2 29 

{せ] セリフ serif 2_10 

sharpness 3 

{た] ダイアクリテイカルマーク diacritic 2.13 

対話聖問合せ 1ll terachve 拙quuy

タッチスクリーン touch screen 5.1 

between-word spacing 2 4 

{ち i 車繰性 linearity 2.19 

直交f生 orthogonali ty 2_24 

解 10
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Z 8513-1994 (JSO 9241-3 : 1992) 解説

F言語

解説付表1 (続き)

英語

{て]

[と]

{な 1

1 は}

[ひ}

{ふ}

同
一
例
[も]

ゆ

[ら]

ディスブ。レイ

ディスプレイのさょう(誌)体

テ、ータ入力

;最合証明書

テ。ューティサイクノレ

ドット

ネガティブ表不

スプレイ

ピーク輝度

表示輝度

表示磁i雫

表示色

VDT 

フォント

1) ッカ

ブ。ロファイ/し

文寄

ポジティブ表示
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文守:枯Uê.離

文字i高 (pl-2

文字サイズ
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解説付袈2 この規格で用いた用語の対照表(アルファベット j噴)

すフ合ミ三日五正3 用語

[A] actlve area 6.2.3 

addressable area 6.4, 5.14 

。 VIeW 2 1 

抗日:Î-alìa事ed font アンチエイリアスフォント 2 2 

紅側部材age lum�ance 面韻平均輝度 6.2.1 ‘ 2 

area average lurninance 広域高横平均輝度 5.17, 5.20, 6.2.3 

[B] background noise 培騒音 C.4.2.1 

between-.character 討paciれg 文字問距離 23 

between -line 行間距離 2 4, 

between -word spacín芸 単語間距離 24 

blink 明 j戚 2 6 

[C] character format 文字の段i素構成 2.7 

character height 文字路 8) 2.8 

character set 文学集合 5 1 

character size 文学サイズ 2 9 

character width 文字輯 2 1 

character ratlO 文字の按一離のよじ 2.11 

comp訂以or r・eticle コンバレータ焦点板 6.6.14 

compliance report 適合証明書 61 2 

contrast コントラスト 2 22 

con trast ratlO 輝度比 5 16 

CRT display CRTテ、、イスブ。レイ 3 

[D] data entry タ入力

default 既定傭 6.3, 7.1 

diacritic ダイアク 1) イカルマーク 2.13 

display ディスプレイ

display テ、、イスプレイのきょ 体 517 

display luminance 表示輝度 2 14 

dot ドット 5 2 

duty cycle テー-ティサイクル 5 22 

[E] emissive display 発光恵テ、、イスプレイ 612 

[F] fill factor 充てん率 2.12, 2.15 

i1icker ブザッカ 2.30 

font フォント 5.9 

format 書式

[G] glare グレア 5.18 

[1] image polarity 表示極性 2 16 

mter設cÌlve mquny 対話型間合せ

[J] Jltter ジッタ 2.28 

解 12
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Z 8513-1994 (150 9241 -3 : 1992) 解説

解説付表2 (続き)

英語 用語ロ日 箇条番号

<L] legibility 視認性 2.17 

line-of-sighl 視線 2.1 

linearity 直線性 2.19 

luminance balance 輝度バランス 5.17 

luminance contrast コントラスト 5.16 

<M> microphotometric luminance 顕微測光的輝度 6.2.1 

[N] negative polariLy ネガティプ表示 2.16 

[0] orthogonality 直交性 2.24 

[P] peak luminance ピーク輝度 5.2 

pixel 画素 2.25 

positive polarity ポジティブ表示 2.16 

profile プロファイル 6.2.1.2 

proportional spacing 欧文ピッチ処理 5.6, 5.11 

[R] raster modu lation ラスタ変調度 2.12, 2.26 

readability 可読性 2.27 

[5] screen distance 画面上の距離 6 5 

scrcen image colour 表示色 525 

serif セリフ 2.10 

spatial instability 空間的不安定性 5.24 

specular reflection 鏡面反射 5.19 

stroke ストローク 5.2 

stroke width ストローク幅 2.29 

['1' temporal instability 時間的不安定性 5.23 

test 0同ect 試験対象 62 13 

text 文書 1, 5.12 

touch screen タッチスクリーン 5 1 

travelling microscope 遊動顕微鏡 6.6.12 

[lJ] uniformity 均一性 2.23 

[V] visual display terminals VDT Vll 

[W] work station/workstation 作業設備 3 

workplace 作業場 Vll 

解 13.
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